
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②  これまでの取組状況 

当協議会では、国の耕作放棄地再生利用緊急対策交付金を活用して耕作放棄地を再生し

てきました。再生された農地では、水稲やソバなどが作付されています。 

 

 

去る 10 月 31 日に荒廃農地の再生の取り組みを推進するため、東北管内で先進的な取り組みを行っている方々の事例発表

会が開催され、本県からは(株)大竹園芸代表取締役 大竹辰也氏（会津若松市）より事例発表がなされました。         

基調講演では、 

④  今後の抱負・活動展開予定 

今後は、農業委員会等と連携し、人・農地プランの作成や農地中間管理事業の活用を促進

していき、農地の集約化や荒廃農地の解消、発生防止に努めていきたいと考えています。 

 

③  特徴的な取組 

当町では、平成３０年度に耕作放棄地再生利用緊急対策交付金を活用し、再生した農地

に菌床キノコ用ハウスを設置した認定新規就農者がおり、新規就農の確保にも貢献しています。 

① 公益性と私益性：荒廃農地の問題は、地域の維持・存続や国土保全に関わる社会的な問題である一方、

その再生は、各々の経営に関わる私益的な問題でもある。そこに対し、行政の財政的支援がどこまでできるか。 

② 経営戦略：低コスト化戦略（手間のかからない作物の選定、ICT 技術導入による時間短縮等）、差別化戦略

（６次化、特産品等）など。 

③ 環境適応能力：農業を取り巻く環境の変化にいかに対応するか。 

基金事業の創設をきっかけに、高齢化・後継者不足に

よる農家数の減少､耕作放棄地の増加や小区画ほ場､未

整備農地の集積などの地域の課題を関係機関と連携し

て解決してきた。再生した農地に高付加価値園芸作物

の作付けを誘導し、農業所得向上を図っている。 

経営安定のため平成２９年度に耕作放棄地再

生利用緊急対策事業を活用し、３０a の荒廃農地

を再生して規模拡大を図った。平成２６年度から

は市のスマートシティ構想により ICT農業に取り組

み、水管理の自動化による労力の大幅削減や品

質の向上等により収益の向上を図っている。 

 

再生後 

再生前 

「休耕田」の解消を目的として、実証実験にて黒字化

のシステムを検証後、JA100%の出資法人として設立。

借り手の見つからない農地を預かり、雇用した作業員（作

業班）が農地を保全する仕組みを作る。作物は、所得や

労働時間、リスク等を分析し選定している。 

また、農家の所得向上や新規就農者の育成、農業法

人の設立など、地域営農の確立にも貢献している。 

 

 

① 協議会の設立経緯 

西会津町では、耕作放棄地対策の促進を目的として、平成２０年度に西会津町地域耕作放

棄地対策協議会を設立し、平成２５年度に現在の西会津町農業再生協議会と合併し、耕作放

棄地の解消及び再生利用に取り組んでまいりました。 
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月日に押し流され・・・あっという間に年の暮れ！何かと気ぜわしくアタフタとしております。 

 『レインボー通信～ あっ！年賀状も書かねばー(^^;)』 荒廃した私の頭のほうもなんとか 

せねばと思うこの頃です。土壌改良も必要か    ･･･（来年の課題に決定） 

今後「農地再生レインボー通信」の配信を希望される方は、 

n oso nsh ink o@pre f . fu kus h ima . lg . jp までご連絡ください。 

再生した農地で を収穫♫♪ 

 

 
会長 蛭田 一氏 

会長 蛭田 一氏 
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にインタビューしました!! 

 

 

～福島県並びに県協議会からのお知らせ～ 
国の「耕作放棄地再生利用交付金」事業及びその後継事業として創設された「荒廃農地等利活用促進

事業」は本年度をもって終了となります。農地再生に活用可能な既存事業としては、簡易な農地整備に

より担い手への農地集積を図りつつ荒廃農地を再生する場合に「農地耕作条件改善事業」があります。 

なお、平成３１年度実施分の農地耕作条件改善事業の要望調査は下記のとおりとなっています。 

    （第４回）：回答期限 1 月 17 日／（第５回）：回答期限 2 月 7日 ※回答期限は東北農政局 

     

過
疎
化
に
よ
る
人
口
減
少
が
進
む
貝
泊
地
区
の
住
民
有
志
が
中
心
と
な
り
、
Ｉ

タ
ー
ン
希
望
者
に
対
し
て
、
様
々
な
体
験
活
動
を
通
し
て
魅
力
あ
る
貝
泊
地
区
に

移
住
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
地
域
活
性
化
組
織
の
「
貝
泊
コ
イ
コ
イ

倶
楽
部
」
を
設
立
し
、
活
動
の
一
環
と
し
て
、
農
業
体
験
で
地
域
の
耕
作
放
棄
地
を

活
用
し
た
「
ど
ろ
ん
こ
大
根
栽
培
体
験
」
を
は
じ
め
と
し
た
、
野
菜
栽
培
に
取
り
組

ん
だ
の
が
き
っ
か
け
で
す
。 

 

当
倶
楽
部
は
、
移
住
希
望
者
に
耕
作
放
棄
地
を
紹
介
し
、
倶
楽
部
の
会
員
と
と

も
に
大
根
な
ど
野
菜
の
作
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。
生
産
さ
れ
た
野
菜
は
、
惣
菜

な
ど
の
６
次
化
商
品
と
し
て
加
工
を
行
い
、
付
加
価
値
を
付
け
る
と
と
も
に
、
多

く
の
地
域
住
民
が
運
営
に
参
加
し
て
い
る
農
産
物
直
売
所
「
山
ぼ
う
し
の
家
」
で

販
売
す
る
な
ど
、
耕
作
放
棄
地
活
用
を
き
っ
か
け
に
様
々
な
相
乗
効
果
が
生
ま
れ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
私
が
代
表
を
務
め
る
田
人
地
域
振
興
協
議
会
が
主
催
す
る 

”
た
び
と
ほ
っ
こ
り
祭
”
で
も
販
売
さ
れ
、
訪
れ
た
人
達
か
ら
は
大
変
好
評
で
す
。

今
年
開
催
し
た
た
び
と
ほ
っ
こ
り
祭
は
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
活
用
し

開
催
資
金
を
募
り
開
催
し
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
資
金
提
供
の
返
礼

品
に
も
、
耕
作
放
棄
地
を
解
消
し
た
畑
で
収
穫
さ
れ
た
野
菜
に
よ
る
６
次
化
商
品

を
使
用
し
て
い
ま
す
。 

 

  

Ｉ
タ
ー
ン
移
住
者
の
中
で
も
特
に
農
業
に
意
欲
の
あ
る
人
に
は
倶
楽
部
で
斡
旋

し
た
耕
作
放
棄
地
を
解
消
し
て
も
ら
い
つ
つ
、
地
域
の
担
い
手
と
し
て
育
成
を
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
農
業
は
機
械
の
導
入
な
ど
で
コ
ス
ト
が

か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
移
住
者
の
方
に
は
中
山
間
集
落
組
合
で
所
有

し
て
い
る
機
械
を
貸
し
出
す
な
ど
の
支
援
を
し
、
耕
作
放
棄
地
を
少
し
で
も
解
消

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 


